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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
八
月
の
豪
雨
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
昨
年
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
て
の
、
厳
し
い
状
況
の
下
、

今
年
度
の
重
点
課
題
と
し
て
、「
会
員

拡
大
」「
事
業
収
益
拡
大
」「
安
全
就
業

確
保
」
に
向
け
て
、取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
員
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月

末
の
三
一
六
人
が
、
十
一
月
末
現
在
三

三
二
人
と
、一
六
人
増
員
し
ま
し
た
が
、

当
初
の
目
標
三
五
〇
人
（
第
二
次
会
員

一
〇
〇
万
人
達
成
計
画
は
三
八
二
人
）

に
は
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
元
気
な
高

齢
者
が
地
域
社
会
の
課
題
解
決
の
担
い

手
と
な
っ
て
活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
事
業

の
役
割
は
益
々
大
き
く
、
そ
う
し
た
期

待
に
応
え
る
と
と
も
に
、「
元
気
に
健

康
で
社
会
活
動
が
で
き
る
」こ
と
を「
喜

び
」
や
「
生
き
が
い
」
と
し
て
、
感
じ

て
い
た
だ
く
多
く
の
仲
間
を
迎
え
る
た

め
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の
「
口
コ
ミ
」

に
よ
る
勧
奨
や
役
職
員
に
よ
る
入
会
説

明
会
の
随
時
開
催
・
就
業
機
会
の
確
保

な
ど
の
取
組
み
と
併
せ
て
、
退
会
者
の

抑
制
に
積
極
的
に
努
め
、
当
初
の
目
標

は
達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

受
託
契
約
額
に
つ
い
て
は
、
コ
ア
で

あ
る
草
刈
・
剪
定
な
ど
屋
外
作
業
等
の

請
負
の
受
注
は
順
調
（
十
一
月
現
在
対

前
年
度
比
一
一
五
％
）
に
推
移
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
屋
内
作
業
も
主
力
で
あ

る
自
動
車
関
連
が
、
世
界
的
な
半
導
体

不
足
な
ど
に
伴
う
部
品
の
調
達
難
で
メ

ー
カ
ー
の
減
産
が
続
き
心
配
し
ま
し
た

が
、
十
一
月
頃
か
ら
の
回
復
と
六
月
に

本
所
の
作
業
場
を
拡
張
し
て
開
始
し
た

新
規
事
業
等
に
よ
り
、
受
注
増
（
十
一

月
現
在
対
前
年
比
一
二
一
％
）
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

安
全
就
業
に
お
い
て
は
、「
安
全
は

全
て
に
優
先
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

会
員
・
役
職
員
が
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

中
心
に
安
全
就
業
の
確
保
に
取
組
み
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
昨
年
二
件
の
傷

害
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
一
度
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
、
安

全
対
策
の
徹
底
を
図
り
「
災
害
０
」
を

目
指
し
ま
す
。

　

本
年
も
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
安
芸
高
田
市
、
関
係
機
関
、
賛
助

会
員
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
、

公
益
法
人
と
し
て
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
会

員
・
役
職
員
が
一
体
と
な
り
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
が
ご
健
勝
で
ご
多

幸
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念

し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
関
係
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
よ
き
新
春
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
新
規
感
染
者
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
感
染
再
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
事
業
の
停
滞
は

避
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
非
常
に

心
配
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
安
芸
高

田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
市
民

の
皆
様
か
ら
期
待
さ
れ
親
し
ま
れ
る
セ

ン
タ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す

こ
と
は
会
員
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
理
事
長
を
は
じ
め
理
事
の
皆
様
及

び
職
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
今
ま
さ

に
知
恵
を
結
集
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

ま
で
の
安
全
就
業
確
保
に
向
け
た
対
策

の
強
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

今
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
実
施
し
、
就

業
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
活
性
化
、
福

祉
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
会
員

の
皆
様
が
長
年
培
わ
れ
た
豊
か
な
経

験
、
技
術
、
知
恵
を
活
か
し
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
精
一
杯
支
援
さ
せ
て
い

た
だ
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
安
芸
高
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
会
員
の
皆
様
及
び
関
係
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
を

活
か
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
事
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
市
政
運
営
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
は
、
少
子
高
齢
化
や
自

然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
い
っ
た
難
題
に
直
面
し
て
い
ま
す

が
、
昨
年
8
月
に
発
生
し
た
大
雨
災
害

か
ら
の
復
旧
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
取
り
組
み
、
こ
れ

か
ら
も
「
世
界
で
一
番
住
み
た
い
と
思

え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
尽
力
し
て
い
く

覚
悟
で
す
。
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
地
域
に
根
付
い
た
共
助

の
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
お
力
添
え
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
安
芸
高
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

�

安
芸
高
田
市
議
会
議
長
　
宍
戸
　
邦
夫
　

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

�

安
芸
高
田
市
長
　
石
丸
　
伸
二
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女性会員が活躍しています！

◆社会福祉法人　高宮美土里福祉会��
　高美園
●通所介護事業所内の清掃等
　会員6名のうち2名1組で週6回行っています。

● 特別養護老人ホーム利用者様の洗濯物たたみ等
　会員8名のうち2名1組で週5回行っています。

　高美園の方に優しく
接していただいてお
り、働きやすい環境で

充実した就業ができています。

　全国シルバー人材センター事業協会では、女性会員の増員及び就業拡大に取り組んでいます。

　今回は、安芸高田市シルバー人材センターの女性会員の活躍を紹介します。

シルバー人材センターでは、一緒に働ける女性会員を募集しています。

就業紹介

会員
の声

●トイレの清掃
　会員6名のうち2名1組で毎日行っていま
す。

　利用される方に気持ちよく使ってい
ただきたいと思っており、やりがいを
持ちながら就業しています。

会員
の声

◆道の駅三矢の里あきたかた
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　令和3年度は、全6地域でグラウンドゴル
フ大会を開催し、参加人数114名でした。
　マイスティックを持参される会員から初め
てされる会員まで参加され、ゲーム中は笑い
声や歓声が飛び交いながら楽しむことができ
ました。
　参加者から「次回は合同開催したい」とい
う声も出ていました。引き続きみなさんが楽
しめる活動を続けていきます。

互助会活動互助会活動

　

今
回
紹
介
す
る

の
は
、
吉
田
町
の

武
田
和
子
会
員

（
84
歳
）
で
す
。

　

武
田
さ
ん
は
、
女
性
会
員
の
中
で
は

一
番
長
く
、
公
共
施
設
・
ア
パ
ー
ト
な

ど
の
清
掃
業
務
や
草
取
り
作
業
な
ど
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
業
以
外
で
は
、
三
矢
大
学
（
安
芸

高
田
市
高
齢
者
大
学
）
や
絵
手
紙
の

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん

の
仲
間
た
ち
と
交
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
畑
で
は
、
季
節
ご
と
に
野
菜

を
作
り
、
最
近
は
近
所
の
友
達
と
そ
ば

打
ち
を
さ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

　
様
々
な
経
験
を
さ
れ
た
方
と
出
会

う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
シ

ル
バ
ー
で
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
今

で
も
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
も
ら

い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
に
一
言

　
就
業
・
互
助
会
な
ど
を
通
じ
て
シ

ル
バ
ー
仲
間
を
作
っ
て
下
さ
い
。
そ

し
て
悩
み
が
あ
れ
ば
そ
の
仲
間
に
相

談
し
て
み
て
下
さ
い
。
支
え
て
く
れ

る
仲
間
に
も
出
会
え
ま
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
私
の
よ
う
に
充
実

し
た
シ
ル
バ
ー
生
活
が
で
き
ま
す
よ
。

会
員
紹
介

会
員
紹
介

武田会員作の絵手紙武田会員作の絵手紙

吉田町吉田町

高宮町高宮町八千代町八千代町



　 （ 6 ）安芸高田市シルバー人材センター（シルバー安芸高田 第33号） 令和４（2022）年１月１日

　 153名の会員　 153名の会員がボランティア活動に参加し、 学校 施設、 地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。がボランティア活動に参加し、 学校 施設、 地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。

 「シルバーの日」ボランティア活動 「シルバーの日」ボランティア活動

吉田町 令和３年10月16日　元就墓所・郡山公園周辺　清掃・ゴミ拾い　27名

八千代町 令和３年11月13日　八千代小学校　剪定・草刈り・草取り　28名

甲田町 令和３年10月30日　甲田小学校　剪定・草刈り・草取り　37名

　　　　　　　 ご協力ありがとうございました。みなさんの活動が学校通信でも紹介されました。



（ 7 ） 安芸高田市シルバー人材センター（シルバー安芸高田 第33号） 令和４（2022）年１月１日

　 153名の会員　 153名の会員がボランティア活動に参加し、 学校 施設、 地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。がボランティア活動に参加し、 学校 施設、 地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。

 「シルバーの日」ボランティア活動 「シルバーの日」ボランティア活動

令和３年10月16日　美土里中学校　剪定・草刈り　14名美土里町

令和３年10月16日　やすらぎ　剪定・草刈り・清掃　28名向原町

高宮町 令和３年10月２日　田園パラッツォ・ひだまり　剪定・草刈り・清掃　19名

　　　　　　　 ご協力ありがとうございました。みなさんの活動が学校通信でも紹介されました。
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吉
田
町　

住
山　

澄
子 

様
（
十
月
）

高
宮
町　

岡
田　

正
三 

様
（
十
一
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

お

悔

や

み

安芸高田市シルバー人材センター（シルバー安芸高田 第33号） 令和４（2022）年１月１日

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
配

分
金
収
入
は
税
法
上
「
雑
所
得
」

と
な
り
ま
す
。

　

雑
所
得
の
計
算
で
は
、
収
入
金

額
－

必
要
経
費
＝
所
得
金
額
と
な

り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
配
分
金
は
租
税
特
別
措
置

法
に
よ
り
、
最
高
55
万
円
の
必
要

経
費
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
給
与
収
入
や
事
業
収

入
が
あ
る
場
合
は
こ
れ
ら
の
必
要

経
費
も
合
わ
せ
て
55
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務

署
や
市
役
所
税
務
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
令
和
三
年
中
に
就
業
さ
れ

た
方
に
は「
配
分
金
支
払
証
明
書
」

ま
た
、
派
遣
会
員
の
方
に
は
「
源

泉
徴
収
票
」
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
申
告
時
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
に
つ
い
て

確定申告期間
令和４年２月16日㈬
� ～３月15日㈫

会員数会員数（令和３年12月１日現在）（令和３年12月１日現在）

会員数
地区 男性 女性 合計 前年

同期

吉　田 54 19 73 78
甲　田 53 38 91 92
八千代 36 13 49 54
美土里 25 12 37 34
高　宮 28 8 36 39
向　原 34 11 45 46
合　計 230 101 331 343

（単位：人）

年
始
の
お
知
ら
せ

�　

１
月
４
日（
火
）か
ら
事
務
所

で
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
お
元
気
で

令
和
四
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
互
助
会
活
動
と
し
て
、
各
地
域
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
ひ
と
時
で

し
た
。
引
き
続
き
計
画
し
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
、
今
年
も
安
全
就
業
で

元
気
に
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記

　安芸高田市シルバー人材センターでは、独自事業と

して剪定の枝葉をチップ状にしたものを発酵させチッ

プ堆肥として製造しています。

　このチップ堆肥は、２２０円（税込）で、ベジパーク

安芸高田と安芸高田市ＳＣ事務所で販売しております。

　庭木や畑や花壇の土に適しておりますので、ぜひ一

度使ってみてください。

　なお、剪定枝葉の中にはチップ機に入らないものな

どチップに出来ないものがあります。

　有効活用していただける方はぜひ、安芸高田市SC

事務所（０８２６－４２－４４１１）までご連絡ください。

チップ堆肥のご紹介チップ堆肥のご紹介


